
　

六
月
九
日
、
宮
崎
県
都
城
市
の
農
場
で
、
口
蹄
疫
特
有

の
症
状
を
示
す
牛
３
頭
が
新
た
に
見
つ
か
っ
た
。
農
水
省

と
宮
崎
県
は
遺
伝
子
検
査
の
結
果
を
待
た
ず
、
同
農
場
の

２
０
８
頭
の
牛
の
殺
処
分
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

隣
接
す
る
鹿
児
島
県
に
も
衝
撃
が
走
っ
た
。
鹿
児
島
県
は

全
国
で
も
有
数
の
畜
産
王
国
で
あ
る
。
ま
だ
、
口
蹄
疫
の

拡
大
は
止
ま
ら
な
い
。

　

そ
の
テ
レ
ビ
の
映
像
に
、
涙
が
溢
れ
出
て
き
た
。
宮
崎

県
川
南
町
の
養
豚
農
家
の
豚
に
、
口
蹄
疫
感
染
が
確
認
さ

れ
、
す
べ
て
殺
処
分
が
決
ま
っ
た
。

　

横
た
わ
っ
た
母
豚
の
乳
房
を
、
元
気
よ
く
吸
い
続
け
る

仔
豚
た
ち
の
分
娩
畜
舎
を
一
棟
ず
つ
回
り
な
が
ら
、
農
婦

は
手
を
合
わ
せ
、「
ご
め
ん
ね
、
ご
め
ん
ね
。」
と
呟
い
て

い
る
。
あ
ま
り
に
も
痛
ま
し
い
光
景
だ
っ
た
。

　

新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
、
川
南
町
の
獣
医
師
は
、
口
蹄
疫

に
感
染
し
た
暴
れ
る
牛
た
ち
を
押
さ
え
、
次
々
に
薬
剤
を

注
射
し
、
殺
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
射
を
持
つ

右
手
は
し
び
れ
、
夕
方
に
は
感
覚
が
な
く
な
っ
て
い
た
と

言
う
。
し
か
し
、
牛
た
ち
に
注
射
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

毎
日
を
、「
肉
体
的
よ
り
も
、
精
神
的
に
き
つ
い
。」
と
漏

ら
し
て
い
た
。

　

四
月
二
〇
日
、
宮
崎
県
内
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
は
、
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
規
模
で
拡
大
し
て
い
る
。
す

で
に
確
認
さ
れ
た
も
の
で
、
二
百
八
十
例
に
達
し
、
殺
処

分
対
象
の
牛
・
豚
等
は
、
十
八
万
五
千
頭
（
六
月
九
日
現
在
）

を
越
え
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
続
け
ば
、
宮
崎
県
の
畜
産
は

壊
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
し
ま
う
。

　

本
県
に
お
い
て
も
「
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
流
入
防

止
対
策
と
と
も
に
、
畜
産
農
家
へ
の
緊
急
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
と
く
に
、
熊
本
へ
の
感
染
防
止
の
た
め
、
行
政
、

Ｊ
Ａ
・
連
合
会
職
員
等
に
よ
る
、
県
境
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
、

二
十
四
時
間
体
制
の
消
毒
を
続
け
て
い
る
。

　

今
回
の
口
蹄
疫
に
は
、
関
係
者
の
み
な
ら
ず
全
国
民
が
、

我
国
の
畜
産
を
守
る
た
め
に
、
立
ち
上
が
る
必
要
が
あ
る
。

せ
せ
ら
ぎ
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・第１回農政連委員会を開催
・口蹄疫対策に関する緊急要請を行う
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・JA くま女性部活動報告
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５
月
25
日
、
経
済
連
７
Ｆ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
7
月
11
日
に
投
票
が
予
定
さ
れ
て
い

る
参
議
選
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
自
主
投
票
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、各
地
区
総
支
部
長
、各
連
合
会
々
長
、各
生
産
部
会
々

長
、
中
核
農
家
代
表
、
青
壮
年
部
・
女
性
部
役
員
ら
委
員
28
名

出
席
の
も
と
、
第
1
回
農
政
連
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
熊
本
選
挙
区
に
つ
い
て
、
球
磨
地
区
総
支
部
か
ら
県
農

政
連
へ
提
出
さ
れ
て
い
た
、
自
民
党
の
松
村
祥
史
氏
の
推
薦
願

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。
す
で
に
、
球
磨
・

芦
北
地
区
の
総
支
部
は
松
村
氏
の
推
薦
を
決
定
し
て
お
り
、
会

議
の
冒
頭
、
池
田
洋
一
球
磨
地
区
総
支
部
長
か
ら
、「
現
職
で
あ

る
松
村
氏
を
県
農
政
連
と
し
て
推
薦
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
座
長
の
園
田
委
員
長
は
、
参
加
者
の
全
委
員
か
ら

意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
自
民
党
と
の
こ
れ
ま

で
の
関
係
を
評
価
す
る
一
方
、
政
権
党
で
あ
る
民
主
党
と
の
関

係
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
委
員
の
意
見
が
出
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
、
園
田
委
員
長
は

「
県
農
政
連
と
し
て
は
自
主
投
票
で
対
応
し
た
い
。
そ
し
て
、
各

総
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
事
情
を
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
協
議
さ
れ
た
全
国
比
例
区
に
つ
い
て
も
、
全
国
農
政

連
の
対
応
と
同
様
に
候
補
者
の
公
認
・
推
薦
は
し
な
い
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

第
１
回
農
政
連
委
員
会
を
開
催

～
参
議
選
は
自
主
投
票
に
決
定
！
～

▲議案説明をする木村農政連事務局長

第
55
回
熊
本
県
農
協
青
壮
年

部
協
議
会
通
常
総
会
開
く

　

熊
本
県
農
協
青

壮
年
部
協
議
会
は
、

４
月
17
日
熊
本
市

で
第
55
回
通
常
総

会
を
開
催
（
県
内

盟
友
や
関
係
者
ら

約
１
０
０
名
が
出

席
）
し
ま
し
た
。

　

同
総
会
で
は
、
平
成
21
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
書
の
承
認
及
び
22
年
度
事
業

計
画
な
ど
、
4
議
案
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

　

西
冨
大
二
郎
県
青
協
委
員
長
は
「
青
壮
年

部
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、
次
世
代
の

農
業
者
の
た
め
に
、
よ
り
強
固
な
組
織
に
し

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
重
点
活
動
計
画
と
し
て
、

①
新
規
部
員
の
加
入
促
進
な
ど
に
よ
る

組
織
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み　

②
Ｊ
Ａ
組
織
・
事
業
・
運
営
に
つ
い
て

の
学
習
活
動
を
通
し
て
、
Ｊ
Ａ
運
営

へ
の
参
画
促
進　

③
学
校
給
食
へ
の
食
材
の
提
供
な
ど
、

消
費
者
に
対
す
る「
食
の
安
全
・
安
心
」

「
地
産
地
消
」
へ
の
理
解
促
進

等
を
実
施
し
ま
す
。
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１
．
防
疫
対
策
に
つ
い
て

⑴
口
蹄
疫
の
伝
播
力
は
非
常
に
強
力
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
感
染
拡
大
防
止
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
法
整
備
を
含
め

抜
本
的
な
防
疫
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

口
蹄
疫
対
策
に
関
す
る

緊
急
要
請
を
行
う

　

４
月
20
日
に
宮
崎
県
内
で
確
認
さ
れ
た
口
蹄

疫
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
県
に
お
け
る
行
政
・
生

産
関
係
者
の
懸
命
な
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら

ず
、新
た
に
都
城
市
等
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
殺
処
分
の
対
象
と
な
る
牛
・
豚
の
頭
数

は
、現
時
点
で
28
万
頭
近
く
見
込
ま
れ
て
お
り
、

未
曾
有
の
非
常
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
熊
本
県
農
協
口
蹄
疫
対
策
本
部
」を
設
置
し
、

県
及
び
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の
も
と

に
、
口
蹄
疫
の
県
内
流
入
防
止
に
向
け
必
死

の
防
疫
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
現
場
か
ら
は
、
球

磨
地
域
の
一
部
が
移
動
・
搬
出
制
限
区
域
に

設
定
（
６
月
４
日
解
除
）
さ
れ
た
こ
と
や
、

家
畜
市
場
の
開
催
中
止
な
ど
に
と
も
な
う
畜

産
・
酪
農
経
営
の
先
行
き
へ
の
不
安
と
不
満

の
声
が
一
段
と
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
同
対
策
本
部
は
5
月
18
日
～
21

日
に
か
け
て
、
国
、
県
、
県
議
会
、
各
政
党

県
本
部
に
対
し
て
緊
急
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

⑵
口
蹄
疫
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
さ

ら
な
る
消
毒
剤
の
迅
速
か
つ
安
定
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
農
家
や
関
係
団
体

並
び
に
自
治
体
等
が
要
し
た
経
費
等
に

つ
い
て
、
十
分
な
支
援
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。

⑶
早
急
に
ウ
イ
ル
ス
侵
入
経
路
等
の
解
明

を
徹
底
的
に
行
う
こ
と
。

⑷
移
動
制
限
区
域
内
の
農
場
に
お
い
て
、

長
期
化
に
よ
り
た
い
肥
の
処
理
が
で
き

な
い
懸
念
が
あ
る
の
で
、
早
急
に
た
い

肥
の
保
管
場
所
の
確
保
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

⑸
複
数
県
に
ま
た
が
る
よ
う
な
大
規
模
な

企
業
経
営
型
農
場
等
に
つ
い
て
は
、
国

の
管
理
の
も
と
防
疫
対
策
を
徹
底
す
る

こ
と
。

２
．
金
融
支
援
対
策
に
つ
い
て

　

家
畜
疾
病
経
営
維
持
資
金
の
融
資
対
象

者
は
、
移
動
・
搬
出
制
限
区
域
内
の
農
業

者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
自
主
的
に
家

畜
市
場
の
開
催
中
止
ま
た
は
延
期
し
て
い

る
地
域
の
農
業
者
も
、
貸
付
対
象
者
に
含

め
る
こ
と
。

　

こ
の
場
合
、
債
務
保
証
の
円
滑
な
引
受

が
で
き
る
よ
う
特
に
配
慮
す
る
こ
と
。

３
．
経
営
支
援
対
策
に
つ
い
て

⑴
移
動
・
搬
出
制
限
区
域
の
内
外
を
問
わ

ず
、
家
畜
市
場
の
延
期
・
休
止
等
に
よ

り
農
家
に
滞
留
す
る
牛
・
豚
へ
の
肥
育

経
費
等
に
、
助
成
措
置
並
び
に
家
畜
市

場
再
開
後
の
子
牛
売
却
価
格
が
下
落
し

た
場
合
、
再
生
産
可
能
な
水
準
（
40
万

円
）
と
売
却
価
格
の
差
額
を
全
額
補
償

す
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑵
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度
及
び

肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
特
別
対
策
事
業

（
新
マ
ル
キ
ン
）
の
月
齢
要
件
に
つ
い

て
は
、
現
在
２
か
月
間
延
長
さ
れ
て
い

る
が
、
口
蹄
疫
終
息
ま
で
長
期
化
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
の
で
、
更
な
る
要
件

緩
和
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑶
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
特
別
対
策
事
業

（
新
マ
ル
キ
ン
）
の
生
産
者
拠
出
金
の

免
除
対
象
を
、
自
主
的
に
家
畜
市
場
の

延
期
・
休
止
し
て
い
る
地
域
の
農
家
も

含
め
る
こ
と
。

⑷
移
動
・
搬
出
制
限
区
域
で
出
荷
適
齢
期

の
肥
育
牛
の
事
故
牛
が
発
生
し
た
場
合

は
、
殺
処
分
を
行
っ
た
場
合
と
同
等
の

支
援
を
行
う
こ
と
。

⑸
終
息
宣
言
後
に
お
い
て
も
、
本
病
の
影

響
を
受
け
た
農
家
に
つ
い
て
は
、
農
業

経
営
が
容
易
な
ら
な
い
状
況
が
懸
念
さ

れ
る
の
で
、
生
活
、
営
農
支
援
並
び
に

農
業
再
建
支
援
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

万
全
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

４
．
風
評
被
害
対
策
及
び
消
費
拡
大
対
策

に
つ
い
て

　

消
費
者
が
食
肉
・
牛
乳
な
ど
の
購
入
を

控
え
な
い
よ
う
、
風
評
被
害
を
起
こ
さ
な

い
た
め
の
的
確
な
対
策
と
、
食
肉
・
牛
乳

の
海
外
輸
出
の
再
開
並
び
に
消
費
拡
大
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

要
請
書
（
全
文)

　

Ｊ
Ａ
熊
本
県
女

性
組
織
協
議
会
は
、

5
月
11
日
Ｊ
Ａ
熊

本
教
育
セ
ン
タ
ー

で
第
57
回
通
常
総

会
を
開
催
（
女
性

部
員
や
関
係
者
ら

約
２
０
０
名
が
出

席
）
し
ま
し
た
。

　

同
総
会
で
は
、
平
成
21
年
度
活
動
報
告
並
び

に
収
支
決
算
書
の
承
認
及
び
22
年
度
活
動
計
画

な
ど
、
4
議
案
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

野
中
育
代
会
長
は
、「
活
動
を
地
道
に
継
続

す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
女
性
部
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
重
点
活
動
項
目
と
し
て
、

①
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
協
基
本
方
策
に
基
づ

く
「
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
基
本
方

策
」
の
策
定
・
着
実
な
実
践　

②
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
へ
の
取
組
み
へ

の
参
画
・
支
援　

③
「
家
の
光
」
の
記
事
を
活
用
し
た
Ｊ

Ａ
女
性
組
織
の
生
活
・
文
化
活
動
の

実
践　

④
地
産
地
消
運
動
や
子
育
て
支
援
な
ど

関
係
組
織
・
地
域
と
の
連
携
強
化

を
掲
げ
ま
し
た
。

第
57
回
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組

織
協
議
会
通
常
総
会
開
く
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女性部活動報告
■ＪＡくま女性部■

　清流球磨川・球磨人吉盆地内にあるＪＡくま女性部は
10 支部からなり、森下みほ子部長を中心に現在 2,285
名の部員で活発な活動を展開しています。
　下記に、少子・高齢化にともなう高齢者支援活動とし
て、福祉の里「木

ゆ

綿
う

葉
ば

」におけるグループ活動や、地域
文化活動の一部を紹介します。

『Aコープマーク商品研修会』

『藍染体験』

『「木
ゆ

綿
う

葉
ば

」での誕生会』

　組合員の家族が、健康・安全で環境に優
しい暮らしをするために、安心・良質な商
品を購入しようと、5 月12 日「Ａコープ
マーク商品研修会」が多良木地区（多良木・
黒肥地・久米）の女性部を対象に、上球磨支
所2 階で開催されました。
　当日は、仕事や農作業を早めに
切り上げた130 余名の部員が集ま
り、連合会営農生活センター熊見指
導員より、商品比較試験・添加物（着
色料）洗剤等の研修が行われまし
た。
　また、各メーカーより手軽で簡
単・節約できる試作実演が行われ、
後の試食会では美味しい作り方な
どを訪ねる部員の方もおられ、和や
かな内に研修会が修了しました。

　山江支部では、平成２１年度からの活動
に藍染を取り入れ大変好評です。		
　参加された部員のみなさんが初めての
体験でしたので、今まで知らなかった藍が
もつさまざまな効用に驚かれました。
　真っ白なハンカチを折りたたみ、輪ゴム
で数か所とめておくと白い部分として残
り、他は色鮮やかな藍色に染め上がるので
す。						    
　ひとりひとり色々なデザインがあり、同
じものはふたつとない作品に喜びを味わ
い、毎回賑やかに開催しています。

　多良木支部「麓（ふもと）会」（久米）は、
５月１９日あさぎり町須恵のＪＡくま福
祉の里「木綿葉」を訪れ、施設利用者に踊り
や太極拳などを披露しました。
　麓会は、当日行われた利用者の誕生会に
合わせて訪問。昨年７月に行われた「七夕
会」でもダンスなどを披露し、今回で２回
目の訪問となります。
　当日は同会の６人が「木綿葉」を訪問。松
浦加代子さんの「オカリナ演奏」や、会員全
員での「太極拳」、「レクリエーションダン
ス」披露など、利用者１５人も一緒になっ
て歌ったり踊ったりしました。
　恒松美恵子会長は「お誕生日おめでと
う ご ざ い ま す。
時間のある限り
皆さんと楽しい
時間をすごした
い。」とあいさつ
しました。

　研修会終了後に共同購入注文書の配
布を実施しています。各支部地域におい
て「Ａコープマーク商品研修会」が開催さ
れ、共同購入愛用運動が重要な組織活動に
なっています。
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Ｊ
Ａ
大
浜
ト
マ
ト
部
会
長　

田
中
さ
ん
の
お

宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。田
中
さ
ん
は
、昭
和
32
年

10
月
生
ま
れ
の
52
歳
。

　

玉
名
農
業
高
校
を
卒
業
と
同
時
に
就
農
。経

営
面
積
は
、水
田
１
１
０
ａ
、ト
マ
ト
66
ａ
、メ

ロ
ン
33
ａ
。奥
さ
ん
と
息
子
さ
ん
の
3
人
で
営

農
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

　

就
農
前
は
ご
両
親
が
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、就
農
と
同
時
に
メ
ロ
ン
栽

培
に
取
組
ま
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、17
年
前
頃
か

ら
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
を
導
入
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、「
メ

ロ
ン
に
比
べ
て
気
分
的
に
楽
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。メ
ロ
ン
は
病
気
等
で
や
ら
れ
る
と
全

部
ダ
メ
に
な
る
が
、ト
マ
ト
は
取
り
返
し
が
き

き
ま
す
。忙
し
い
け
ど
価
格
は
安
定
し
て
い
ま

す
。」と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
安
全
・
安
心
な
「
大
浜
の
恵
」を
届

け
る

　

14
棟
の
ハ
ウ
ス
で
、ト
マ
ト
は
6
月
末
ま
で

収
穫
し
、同
じ
ハ
ウ
ス
で
8
月
中
旬
か
ら
メ
ロ

ン
の
栽
培
を
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
「
ト
マ
ト
は
当
初
、桃
太
郎
を
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、今
は
麗
容
と
い
う
品
種
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。ハ
ウ
ス
の
中
は
暑
い
の
で
午
前
中
に
収

穫
を
済
ま
せ
、Ｊ
Ａ
の
集
荷
所
へ
運
び
ま
す
。そ

し
て
、『
大
浜
の
恵
』の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、大

阪
、名
古
屋
方
面
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。何
は
と

も
あ
れ
安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
ト
マ
ト
・

メ
ロ
ン
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。」と
自
身
に
満

ち
た
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
親
子
で
仲
良
く
や
っ
て
ま
す

　

高
校
の
同
級
生
で
あ
っ
た
最
愛
の
奥
さ
ん
と

の
間
に
、3
人
の
子
供
さ
ん
に
恵
ま
れ
、民
間
会

社
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
長
男
（
29
歳
）が
、3
年

前
か
ら
就
農
し
て
い
ま
す
。家
族
は
、田
中
さ
ん

ご
夫
婦
、長
男
さ
ん
ご
夫
婦
と
お
孫
さ
ん
、娘
さ

ん
の
6
人
家
族
。

　
「
夫
婦
2
人
で
や
っ
て
た
時
は
54
ａ
で
し
た

が
、2
年
間
、息
子
の
働
き
具
合
を
見
て
、昨
年

12
ａ
追
加
し
ま
し
た
。規
模
拡
大
も
い
い
で
す

が
、一
人
当
た
り
20
ａ
程
度
が
限
度
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。当
分
は
、今
の
経
営
内
容
で
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。」と
堅
実
な
と
こ
ろ
を
み

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
大
浜
の
園
芸
部
会
に
は
、１
０
０
戸
ほ

ど
の
組
合
員
が
加
入
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
内
、

3
割
程
度
は
後
継
者
が
い
る
と
の
事
で
す
。

■
好
き
な
言
葉

　

知
足
・
適
当　
「
あ
ん
ま
り
欲
張
ら
ず
、無
理

を
せ
ん
で
、出
来
た
し
こ
で
満
足
す
る
ぐ
ら
い

の
気
持
ち
、で
暮
ら
せ
ば
ち
ょ
う
ど
ヨ
カ
。」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
に
囲
ま
れ
た
旧
三
加
和
町
（
現
在
の
和

水
町
）
の
農
協
施
設
の
一
角
に
、
小
さ
な
加

工
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
人
気
商
品
の

こ
ん
に
ゃ
く
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
３
人
で
作
っ
て
ま
す

　

三
加
和
加
工
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｊ
Ａ
た
ま
な

女
性
部
の
宮
野
さ
ん
（
女
性
部
副
部
長
）、

武
田
さ
ん
、
竹
隈
さ
ん
の
３
名
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
加
工
品
は
、
生
こ
ん
に
ゃ

く
、
お
弁
当
、
惣
菜
で
す
。
年
末
に
は
お
餅

も
出
荷
。
手
作
り
の
生
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
食

感
が
よ
い
と
好
評
で
す
。
す
ぐ
に
売
り
切
れ

に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。ほ
か
に
も
唐
辛
子
、

柚
子
を
混
ぜ
た
こ
ん
に
ゃ
く
を
販
売
。
現
在

は
町
営
直
売
所
「
緑
彩
館
」、
Ｊ
Ａ
た
ま
な

直
売
所
「
ｉ
‐
き
ら
め
き
」、
そ
し
て
福
岡

市
で
の
産
直
市
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

■
き
っ
か
け
は
？

　

最
初
は
女
性
部
の
先
輩
達
が
こ
ん
に
ゃ
く

を
作
り
始
め
、
宮
野
さ
ん
達
が
継
承
し
ま
し

た
。
以
前
は
個
人
の
加
工
施
設
で
作
っ
て
い

ま
し
た
が
、
五
年
前
か
ら
Ｊ
Ａ
の
施
設
の
一

角
を
改
装
し
て
加
工
場
へ
。
調
理
設
備
は
ほ

と
ん
ど
が
も
ら
い
物
。
こ
ん
に
ゃ
く
を
茹
で

る
為
の
大
釜
は
幼
稚
園
か
ら
ゆ
ず
っ
て
も

ら
っ
た
そ
う
で
す
。
足
り
な
か
っ
た
も
の
も

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
購
入
。
搬
入
は
、

ご
主
人
達
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

■
芽
が
出
た
り
足
り
な
か
っ
た
り

　

目
玉
商
品
で
あ
る
生
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
地

元
産
の
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を
使
用
。
同
施
設
に

て
保
管
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を

仕
入
れ
す
ぎ
て
、
芽
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
逆
に
足
り
な
く
て
、

群
馬
か
ら
仕
入
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
分
価
格
が
倍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」

■
後
継
者
募
集
中

　
「
儲
け
は
少
な
く
て
も
、
楽
し
ん
で
や
っ

て
い
ま
す
。
収
益
で
食
事
や
、
小
旅
行
に
も

行
き
ま
す
よ
。」
と
、
宮
野
さ
ん
。
し
か
し
、

３
名
と
い
う
少
人
数
で
こ
ん
に
ゃ
く
を
生
産

し
て
い
る
の
で
、
全
員
の
予
定
が
合
わ
な
い

時
は
作
れ
ま
せ
ん
。「
こ
ん
に
ゃ
く
の
出
荷

量
を
増
や
し
て
く
れ
、
と
い
う
要
望
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
の
で
、
な
か
な

か
量
産
で
き
ま
せ
ん
。」

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て
宮
野
さ
ん
は
、

「
後
継
者
を
育

て
た
い
。
先
輩

達
か
ら
受
け
継

い
だ
こ
ん
に
ゃ

く
作
り
を
ま
た

次
の
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い

で
す
。」
と
話

し
て
く
れ
ま
し

た
。

ガンバッテいます

代表　宮野　仁美さん

田中　正通さん

三加和加工グループ

ＪＡ大浜　トマト部会長

▲こんにゃく芋と生こんにゃく

▼右から宮野さん、武田さん、竹隈さん
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熊
本
県
と
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
、
６
月
４

日
か
ら
６
日
の
３
日
間
、
イ
オ
ン
九
州
43
店

舗
で
熊
本
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
し

た
。
５
日
に
行
わ
れ
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫

野
店
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
Ｊ
Ａ
熊
本
経

済
連
の
上
村
幸
男
会
長
や
熊
本
県
兵
谷
副
知

事
な
ど
が
出
席
し
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
す
い
か
や
今
が
旬

の
肥
後
グ
リ
ー
ン
メ
ロ
ン
の
試
食
会
も
行

い
、
多
く
の
買
い
物
客
ら
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
連
合
会
で
は
、
試
食
を
行
っ
た

す
い
か
や
肥
後
グ
リ
ー
ン
メ
ロ
ン
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
行
い
、
落
札
者
に
上
村
会
長
よ
り

商
品
を
手
渡
ま
し
た
。
イ
オ
ン
九
州
㈱
で
は
、

お
よ
そ
２
５
０
品
目
の
熊
本
県
産
の
農
畜
産

物
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
売
り
場
作
り
や
商
品
開
発
に

取
り
組
み
、
地
産
地
消
を
積
極
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
熊
本
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
は

毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
後

も
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト

で
、
熊
本
県
産

の
全
て
の
農

畜
産
物
の
販

売
強
化
に
取

り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
と
中
央
会
・
連
合
会
営

農
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月
14
日
経
済
連
７

Ｆ
ホ
ー
ル
で
、
生
活
事
業
・
組
織
品
目
担
当

者
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
県
内
Ｊ
Ａ
の
生

活
事
業
・
組
織
品
目
担
当
者
ら
約
１
１
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
産
米
を
取
り
巻
く
情
勢
や
、
Ｊ
Ａ

く
ら
し
の
活
動
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
従
来
の
「
生
活
活
動
」
を
超
え
、
Ｊ

Ａ
で
の
実
践
と
検
証
・
検
討
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
く
ら
し
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
、
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
共
同
購
入
愛
用
運
動

の
取
り
組
み
や
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
愛
飲
運
動
・

食
材
事
業
・
冷
凍
米
飯
愛
食
運
動
・
家
の
光

を
活
用
し
た
教
育
文
化
活
動
に
つ
い
て
の
提

案
を
行
い
、
担
当
者
ら
の
意
識
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
共
同
購
入
や
食
材
品
目
商
品
の

品
質
を
市
販
品
と
の
比
較
テ
ス
ト
等
に
よ
る

商
品
研
修
を
行
い
、
原
料
に
こ
だ
わ
っ
て
作

ら
れ
て
い
る
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
に
つ
い

て
学
び
ま
し
だ
。

　

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
購
買
部
生
活
購
買
課
嘉

野
志
保
さ
ん
よ
り
、
Ｊ
Ａ
職
員
自
ら
が
、
く

ら
し
に
必
要
な
共
同
購
入
愛
用
運
動
品
目
を

購
入
。
実
際
に
使
っ
て
み
て
、
そ
の
良
さ
を

組
合
員
さ
ん
に
伝
え
、
運
動
を
広
げ
て
い
る

と
い
う
、
共
同
購
入
愛
用
運
動
に
つ
い
て
の

実
践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
で
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
の
４

月
20
日
の
発
生
か
ら
50
日
を
経
過
。
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
る
中
、
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
・
連

合
会
10
団
体
は
行
政
と
連
携
し
て
、
職
員
を

総
動
員
し
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
本
県

へ
の
侵
入
阻
止
へ
昼
夜
徹
底
し
た
消
毒
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

場
所
は
24
時
間
体
制
へ
強
化
さ
れ
た
え
び

の
市
ル
ー
ト
人
吉
市
大
畑
消
毒
ポ
イ
ン
ト

（
加
久
藤
ル
ー
プ
橋
下
）
と
、
新
た
に
12
時

間
体
制
で
人
吉
市
か
ら
伊
佐
市
（
旧
大
口
市
）

へ
向
か
う
国
道
２
６
７
号
線
（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
熊
本
自
主
ポ
イ
ン
ト
）
久
七
峠
の
消
毒
ポ

イ
ン
ト
の
２
箇
所
で
す
。

　

大
畑
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
の
作
業
は
、
24
時

間
を
３
交
代
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
外

か
ら
の
畜
産
関
係
車
両
に
対
し
て
は
、
動
力

噴
霧
器
で
車
体
下
の
消
毒
を
行
い
、
車
両
ナ

ン
バ
ー
、
会
社
名
、
荷
台
の
資
材
名
、
運
転

手
名
、
消
毒
実
施
時
間
等
を
一
台
一
台
細
か

く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
車
両
で

は
道
路
に
敷
い
て
あ
る
マ
ッ
ト
へ
の
定
期
的

噴
霧
作
業
等
、
徹
底
し
た
防
疫
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
消
毒
作
業
は
、
口
蹄
疫
が
完
全
に
終

息
す
る
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

熊
本
県
農
協
口
蹄
疫
対
策
本
部
（
園
田
俊
宏

本
部
長
）
は
５
月
27
日
、
熊
本
市
で
第
３
回
対

策
本
部
委
員
会
を
開
催
し
、
対
策
本
部
委
員
や

関
係
団
体
担
当
者
ら
約
40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
宮
崎
県
に
お
け
る
口
蹄
疫
の
発
生
状

況
等
、
同
対
策
本
部
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

や
、
６
月
も
中
央
会
連
合
会
職
員
に
よ
る
消
毒

作
業
を
、
２
ポ
イ
ン
ト
で
毎
日
16
人
体
制
で
継

続
す
る
こ
と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
６
月
の
家
畜
市
場
も
閉
鎖
・
中

止
と
な
り
、
今
後
の
農
業
経
営
に
支
障
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
管
内
の

繁
殖
農
家
と
肥
育
農
家
の
相
対
取
引
を
す
す

め
て
ほ
し
い
と
の
提
案
に
対
し
、
え
び
の
市
等

の
今
後
の
状
況
及
び
関
係
者
の
意
向
を
踏
ま

え
、
後
日
、
再
度
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
崎
県
へ
の
救
援
物
資
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
等
の
自
主
判
断
に
基
づ
き
、

原
則
と
し
て
直
接
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
に
送
付

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

口
蹄
疫
侵
入
阻
止
へ
昼
夜
徹
底
消

毒
作
業

～
Ｊ
Ａ
中
央
会
・
連
合
会
職
員
～

第
３
回
熊
本
県
農
協
口
蹄
疫
対
策

本
部
委
員
会
開
く

イ
オ
ン
九
州
で
の
熊
本
フ
ェ
ア

大
好
評

生
活
事
業
・
組
織
品
目
担
当
者
研

修
会

▲畜産関係車両に消毒作業する関係職員

▲あいさつをする上村会長

…
… 

Ｊ
Ａ
中
央
会 

…
…

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…
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Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
創
立
以
来
、
み
な
さ
ま

に
「
お
会
い
す
る
こ
と
」
を
最
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

22
年
度
も
、
組
合
員
・
利
用
者
の
方
々
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
き
め
細
や
か

な
保
障
提
供
を
目
指
し
て
、
全
戸
訪
問
活
動

「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
自
身
や
ご
家
族
の
保
障
に
つ
い
て
気
に

な
る
こ
と
、
ご
不
明
・
ご
心
配
な
こ
と
な
ど
、

Ｊ
Ａ
職
員
が
お
伺
い
し
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
新
し
い
安
心
は
新
し
い
出
会
い
か
ら

…
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

あ
わ
せ
て
、日
頃
の
感
謝
を
か
た
ち
に
「
サ

ン
キ
ュ
ー
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ご

応
募
い
た
だ
く
と
、「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

デ

22
年
度　

Ｊ
Ａ
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
始
ま
り
ま
し
た
！

ジ
タ
ル
一
眼
カ
メ
ラ
」、「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
」
や
、
Ｊ
Ａ
共
済
オ

リ
ジ
ナ
ル
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ふ
わ
ふ
わ
ク
ッ

シ
ョ
ン
セ
ッ
ト
」
な
ど
を
抽
選
で
三
十
九
万

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　

応
募
期
間
は
平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
Ｊ
Ａ
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
共
済
の
ご
契
約
が
な

い
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
方
が
ご
成

約
さ
れ
た
場
合
、
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ま
に
、Ｊ
Ａ
共
済
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）」
を
先
着
三
万
名
様
に
お
贈

り
し
ま
す
。
新
し
い
仲
間
づ
く
り
に
ど
う
ぞ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

朝食を毎日食べている子供ほど、家族一緒にゆっ
くりと朝食をとっている！

～ JA全中『小学生の子供の朝食実態調査』結果より～

　ＪＡグループでは、安全・安心な国産農畜
産物を提供する取り組みとともに、食のあり
方や食料自給率の向上をアピールするため、

「食は、日本の未来。」をテーマに「みんなの
よい食プロジェクト」を展開しています。
　今回は、JA 全中が行った食に関する調査を
紹介します。JA 全中は、2008 年 12 月、全
国の小学生の子どもを持つ母親を対象に、『小
学生の子どもの朝食実態調査』を実施しまし
た。（サンプル数 = 女性 600 人、調査方法 =
インターネット、期間：2008 年 12 月 4 日
～ 12 月 7 日）
　その結果、朝食を毎日食べている子どもほ
ど、みんな一緒にゆっくりと朝食をとり、家
族で過ごす時間が長いことが分かりました。

「子どもが誰と朝食を食べているか」という質
問において、子どもの 86.3%は、朝食を父親
や母親、兄弟姉妹など「家族の誰か」と食べ
ています。具体的に見てみると「みんなで食
べている」（29.6%）が最も多く、次いで「兄
弟姉妹」（27.6%）、「母親」（20.3%）と続き
ます。一緒に朝食をとらずとも、「一緒に食べ

←正解は裏面へ

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

コラム 食と農
ないが、そばにいる」という声もあり、朝食
の時間でコミュニケーションを図りつつ、子
どもの様子を気にしているようです。
　また、朝食の摂食頻度別で見てみると、

「週 6 ～ 7 日」朝食を食べている子どもは、
88.4%が「家族の誰か」と朝食を食べていま
す。しかしながら、朝食の摂食頻度の低い「週
2 ～ 3 日」の子どもは、約半数が「1 人」で
朝食を食べています。

「よい食クイズ」

Ｑ .「稲妻」は、雷の光がイネ
を実らせるという古代の
信仰から生まれた言葉だ。

ウソ？ ホント？
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全
長
17
㎝
前
後
で
、
背
は
黒
く
腹
は
白
、
額
と

喉
が
赤
い
。
尾
は
長
く
て
先
が
二
股
に
分
か
れ

て
お
り
、
敏
捷
に
飛
び
な
が
ら
昆
虫
を
捕
食
す

る
。
日
本
に
は
夏
鳥
と
し
て
飛
来
し
、
害
虫
を

食
べ
て
く
れ
る
益
鳥
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
お

り
、
人
家
の
軒
先
な
ど
に
椀
形
の
巣
を
作
る
。

今
来
た
と
顔
を
並
べ
る
つ
ば
め
か
な
（
一
茶)

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や
周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ

Ａ
本
・
支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

●
つ
ば
め
（
燕
）

　

ス
ズ
メ
目
ツ
バ
メ
科
の
鳥

あ
と
が
き

【よい食クイズ】

答え：ホント
　「稲妻」は「稲のつま」という意味です。「つま」は古代、

夫婦や恋人がお互いを呼ぶ言葉でした。雷はイネの花が咲

く初夏に多く、雷の光がイネを実らせる、と考えられてい

たことから「稲妻」という言葉が生まれました。
ＪＡ全中発行「ごはんぢゃワンのお米クイズ（生活編）」より転載

冷
凍
米
飯
愛
食
運
動
推
進
本
部

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
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